
Ⅱ ヴ ュ ラ ス ケ ス 作 『
"

L a s H il a n d e r a s (紡ぎ手たち)
' '

あ る い は
"

ア ラ クネ の 寓話
”

』

- 1 7 世紀ス ペイ ン に お ける
"

M aj o r A rt
”

と
"

M i n o r A rt
''

長 部 育 子

1
. 序

ス ペ イ ン ･ バ ロ ッ ク最大の画家デ ィ エ ゴ ｡ ヴ ェ ラ ス ケ ス ( D i e g o V elÅ. z q u e z , 15 99
- 1660)

の手に な る本作品 ( 図1 ) は, 『ラ ス ･ メ ェ ー

ナ ス (女官たち)』( 図2 ) と並ん で 彼の 代表作

と され るもの で あり, 18 世紀半ば以降,
一

般に
"

L a § H il a n d e r a s (紡ぎ手たち)
”

の 名で 知 ら

れ て きた
* 1

｡ 本稿は, こ の 作品の 主題 をめ ぐるさ ま ざま な解釈 を再検討す る と共に , こ の 時

代の タ ピ ス リ ー 製作にお ける ヒ エ ラ ル キ
ー をジ ェ ン ダ ー の 文脈 に即 し て 位置づ けよう と する

試みで ある ｡

2 . 作品構成

画面は前景と後景に は っ きりと 二分され て い る ｡

まず前景に は五人の 女性が描かれて い るが, その うち主要な役割を演ずるの は二 人の 人物で

ある｡ 向か っ て左 に は, 白い 布を頭部に まと っ た年輩の 女性が紡 ぎ車の 前に腰掛け, 糸を紡い

で い る｡ 彼女の衣服 は黒く, 右膝か ら下はむきだしで ある｡ 左手の女性が かが み こ んで 何事か

話しか けるの に耳を傾けるか の よう に , 紡ぎ手の視線は自らの 作業か ら逸らされ て い る が, そ

れで も糸紡 ぎが順調 に はか ど っ て い るの は, こ の仕事に対す る彼女の 熟練を示すもの で あろう｡

そ の 紡ぎ車の 輪は, 急速 に 回 っ て い る こと を示 して ぼか すように 描写されて い る の で ある ｡ 他

瓦 向か っ て右に は若い 女が低い腰掛けに後向きに座り, 半ば横顔を見せ, 腕をまくり上 げて

一 心 に紡が れた糸を巻 い て い る｡ 彼女は背中の 上 まで 露わに な っ た短い 白い 上着と濃緑色 の ス

カ
ー

トを身に つ けて おり, 前述の女性と同じく裸足で ある｡ そ の 他の 三人 の女性の うち, 左端

の 女性は糸を紡ぐ女性の上 に身をかが め っ つ , 赤い カ
- テ ン をたく し上 げて い る ｡ 右端の 女性

は若い女性の 手伝い をして い るの で あ ろうか , 紡が れた糸の 入 っ た寵をか か えて い る ｡ 糸を紡

ぐ女性たちの 背後に完成した タ ピ ス リ
ー と思われる布が積み上 げられて い るの に対し, 彼女た

ちの 頭上 に は生の ままの 羊毛 が壁に つ るされて い る ｡ 最後 に, 中央の凍の 上 に座り込ん だ女性

は, 粗い 筆触の まま残され, 何を して い るか は定か で はな い ｡ こ れ らの 女性たちの装い は質素

で あり, お そ らく当時の庶民の服装を描き出した もの と思われ る｡ こ の前景は全体的に薄暗く,

床に糸玉 その 他確認不能な もの が転がり猫が そ れ に じ ゃ れ て い る など, い さ さか雑然と した 印

象を与え る｡

それに対して , 階段を二段上 が っ た奥の部屋 で は, 極め て対照的な光景が展開され て い る と

い え ようo こ こE
.
こも同じく五人の 人物が措かれ て い るが, 彼らの 服装は前景の人物たち と は全

く異な っ たもの で ある｡ 特に入り 口付近 に立 っ 三人の女性たち は, そ の 光沢か ら
一 見し て 絹と
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思わ れ る衣装を纏 っ て おり, 髪型も優雅な技巧 を見せ て結い上 げられ て い る｡ お そ らく彼女た

ちの 身なり は, 当時の宮廷女性の姿を模したもの と考えて さ し つ か え ない で あ ろ う ｡ さ ら に,

向か っ て 左端に立 っ 黄金色の 衣装の女性が支えて い る楽器 は, 16
-

18世紀にか けて ヨ ー ロ ッ パ

の王侯貴族の 間で広く愛好さ れた ヴ ィ オ ラ ･ ダ ｡ ガ ン バ で ある . そ の 右隣の人物はきらめく克

と甲胃を身に つ け, 真正面の 壁 に掛けられ たタ ピス リ ー の 前に立 っ 女性に向か っ て , 右腕を高

く掲げて い る｡ こ の 中央の女性は, 武装した人物の身振り に反応 して, 片腕を胸に 当て , もう

片腕を広 げた ドラ マ テ ィ ッ ク な仕草を見せ て い る｡ 彼女の 顔はヴ ュ ラ ス ケ ス特有の すばや い 筆

致で 措かれ て おり, 表情はお ろか, 顔立ちもよく見分けられ ない ｡ これ らの人物の 華美な装い

や豪華なタ ビス･リ -

に加え て , こ の部屋 に は左上方か ら自然光と思われる光が射し込み, 上記

の 要素を 一 層明るく照ら し出して い る｡ こ の ライ ト ア ッ プ効果は, 後景が高い場所に 位置す る

こ とと もあい ま っ て , あたか も劇場の 舞台であるか の ような印象をもたら して い る の で ある0

なお, Ⅹ線照射と赤外線写真を用い た調査に よ
一

っ て ,
"

L a 告 Hil a n d e r a s
''

は周囲の 4 辺が 継

ぎ足 され た ことが明 らか に な っ て い る｡ こ の 継ぎ足しは, 特に赤いカ
ー

テ ン の色調の遠い に よ っ

て , 肉眼で もは っ きりと見分ける ことが で きよう｡ すなわち, 後景の 高い ヴ オ
ー

ル トの 天井や

その 下の壁面部はオリ ジナ ル 部分 (図3 ) で はなく, 後に描き足さ れた もの な の で ある ｡ た だ

し, い っ
･ 誰が ･ どん な理由によ っ て継ぎ足 しを行 っ た か はまだ明らか にさ れて い ない

* 2
｡

3 . 主題解釈史

ヴ ュ ラ ス ケ ス 研究の古典と され るカ ー

ル ･ エ ス テ ィ (1888) によ っ て , こ の作品は マ ドリ
ー

ドの サ ン タ ･ イ サ ベ ル綴織工場で 働く女工たちと完成した タ ペ ス トリ ー を購入する目的で 見学

に釆た 3 人の宮廷 の貴婦人を描い た写実的光景とされ
* 3

, 今世紀の 半ばま で そ れ が受け継が

れて きた ｡

しか し, 1940年に ハ リ ス が提出した仮説に より, 新たな る作品解釈へ の 通が開か れる こ と と

な る ｡ 彼女は, 背景の鎧を着た人物が手工芸と織物の 女神ミ ネ ル ヴ ァ ( ア テ ナ) , そ の 右手中

央の 女性が織物の技を女神と競い , そ の倣慢さ の報い に よ っ て蜘煉に変ぜ られた ア ラク ネ で は

な い か との 指摘を行 っ たの で ある
* 4
｡

"

L a § Hil a n d e r a s
''
-
"

ア ラ ク ネの 寓語
”

説 は, 次の ア ン ダ ー ロ (1948) の 解釈に よ っ て ,

より
一

層説得力を持っ もの とな っ た ｡ 彼は この 作品全体が オウ ィ デ ィ ウス の 『変身物語』 に 基

づ い て い る との 立場に立 っ て , ハ リ ス の説をさ らに発展させ た の で ある
* 5

｡

そ れで は, オウ ィ デ ィ ウ ス の 『変身物語』 で描写された ア ラク ネの物語と はい っ たい どの よ

うな もの で あ っ た ろうか ｡ そ の要旨を簡略に記 して おきたい ｡

小ア ジア の リ エ デ ィ ア王国の 娘ア ラクネは, 卓越した機織りゐ技を持ち, その名声はリ エ デ ィ

ア全土 にと どろい て い た ｡ 高慢な彼女は, 自らの技は機織りの守護神ミ ネ ル ヴ ァ にもまさ る と

常々 高言して おり, 老婆に変装 して 彼女をたしなめ に釆た女神自身の前で さえ その 発言を取り

消さ な い ｡ 怒 っ た女神は変装を解き, こ こ に 二人 の機織りの 技が競われ る ことと な っ た｡ 女神

は都市ア テ ナイ の命名をめ ぐるネプ トウ - ヌ ス と の争い と自らの 勝利を中央に, そ の 四隅に は

神々 に挑戦して放れた人間たちの 物語を織りだ した o
一

方, ア ラク ネは, 動物に変身し て人 間

の女や ニ ン フ たちを誘惑 した オリ ン ボ ス の神々 の 非行をさま ぎまに表現する｡ その 中に は, 雄
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牛に身を変 じ エ ウ ロ
,

- パ を, 白鳥と な っ て レ ダを, 黄金の 雨に姿を変え て ダナ エ を, そ れ ぞ れ

誘惑 した, 主神エ
ー ピ テ ル な どの主題が含ま れ て い た｡ ミ ネ ル ヴ ァ は この 作品の 見事な出来映

え が療に さ わ っ た｡ 織物を引きち ぎり, 手に した按で ア ラ ク ネの額を打っ ｡ さすが の ア ラ ク ネ

もこれ には耐え きれず, 首をくく っ て 自殺した ｡ それ を見た女神は ア ラク ネ を蜘殊に 変え , 懲

罰と して ぶ ら下が っ た ま ま糸を紡ぎ, 織り続け ると い う運命を与え たと い う
* 6

｡

ア ン ダ ー ロ は,
"

L a s H ila n d e r a s
”

の壁面に飾られ たタ ピ ス リ ー の 原画が テ ィ ツ ィ ア ー ノ の

『ェ ウ ロ ー バ の 掠奪』(156 2年以降ス ペ イ ン 王室蔵) (図 4 ) で あり, オ ウ ィ デ ィ ウ
■

ス の 中で ア

ラ クネが織 っ た織物の 主題 と 一 致する こ と に着目した ｡ 彼の 解釈に よれ ば, 3 人の貴婦人 た ち

はア ラク ネの 見事な織物の技を見物にや う て きたリ エ デ ィ ア の 女性た ち であり, 左手の女性が

持っ ヴィ オ ラ ｡ ダ ･ ガ ン バ は, 蜘妹の 毒に対する特効薬と信じ られ て きた音楽の メ タ フ ァ ー で

ある とい う｡ ま た彼は, 後景ばか りか 前景をも神話的主題 で ある と の 画期的な 考察を行 っ た ｡

すな わち, 左手の 糸を紡ぐ老婆が変装した女神ミ ネ ル ヴ ァ , 右手の 糸を巻く若い 女が ア ラク ネ

で あると いう の で ある
* 7

｡

こ の解釈 は, M . S . カ ト ゥ ル ラ が1948 年に新資料を発見した こ と に よ っ て , 確固た る証拠を

得る こととな っ た｡ そ の資料とは, 王室狩猟係で収集家で もあ っ た ペ ドロ ･ デ ･ ア ル セが1664 年に

作成した財産目録で あり, そ こ に以下の よう な記述がある ことが確認 され たの で ある
* 8

｡

｢ デ ィ エ ゴ ･ ヴ ュ ラ ス ケ ス に よる もう 1 枚の絵 『ア ラ ク ネ の 寓話』, 幅3 バ
ー

ラ , 縦 2 バ
ー

ラ (167 ×250 .5 c m) 以上, 評価額500 ド ゥ カ ー ド+

こ こに記述さ れた絵の サ イ ズ は, まさ に継 ぎ足 しが行われる前の オ リ ジナ ル 画面と
一

致す る

もの で ある ｡ カ ト ゥ ル ラ は こ れ を
"

L a s H il a n d e r a s
”

と同定し, それ以降,
"

L a s Hil a n d e r a s
”

の主題は オ ウ ィ デ ィ ウ ス に基づく ア ラ クネ の 物語 で あると の解釈が半ば定説化したとい えよう｡

と はい うも甲の, こ の謎め い た作品は, 依然と して 議論の対象と な っ て おり, ア ラク ネ の 寓

話を補足する, また は これに代わる新た な寓意説も提出され続け て い る
* 9

｡ 本文中で は, そ

のうち主要なもの を2 , 3 紹介したい ｡

例え ば, ア ス カラ テ は, こ の 絵が当時の ス ペ イ ン王国の 基本的な 政治理念を反映した世俗的

寓意を表すもの と考え , 登場人物たちを解く鍵と して , チ ェ - ザ レ ･ リ
ー バ の 『イ コ ノ ロ ギ

ア』 をあげて い る . リ ー バ に お い て ,
"

O b e di e n z a (服従)
”

は, ｢ 修道女の 衣をま と い , 紡 ぎ

車を回して い る+ 図柄と して 表されて い るが, こ れ は
"

L a § H il a n d e r a s
”

前景の 糸を紡ぐ老

女と
一

致し, 当時庶民の徳と して 称え られた服従を表現 した もの だ とい うの で ある (唯
一 の 非

人間で ある猪は服従か ら生ま れ る自由を象徴) ｡ 他方, 後景の ミ ネ ル ヴ ァ と ア ラ ク ネ は, ス

ペ イ ン 王国とそれ に対する反抗と改懐を, 三人の 貴婦人 はス ペ イ ン ･ ハ ブ ス ブ ル ク帝国の 支配

する各領土を あらわす｡ さ らに, ヴ ィ オ ラ ･ ダ ･ ガ ン バ は, リ
ー バ に よ れば,

"

A r m o n i a ( 調

和)
”

の ア トリ ビ ュ ー ト で あり, 両者の 対立 を和合させ る役割を果 た し て い る と い う もの で

ある
* 10

｡

一

方, 1980 年, ミ ル ナ - ｡ カ ー は,
"

ア ラク ネ の 寓話
''

説を否定し, 全 く新 しい
"

貞潔な ル

ク レ テ ィ ア
”

説を提唱した
* 11

｡ 彼女が
"

L a 島 H il a n d e r a s
”

の 構図お よび主 題 の 直接の 源泉と

して求めた の は, ネ -

デ ル ラ ン ト の銅板画家 へ ン ドリ ッ ク ･ ホ ル ツ イ ウ ス ( H e n d rik G olt zi u s ,

15 58 - 1617) に よる 『侍女たち と共に糸を紡 ぐル ク レ テ ィ ア』(図 5 ) (1578 年頃) で あ る
* 12

｡
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この カ ー の仮説は, 女性の 手仕事と して の 糸紡ぎと機織りとい う問題に深く関わ るた め, こ こ

で はある程度丁寧に検討して お きた い ｡

ル ク レ テ ィ ア と は, ロ
ー マ 共和制成立 の き っ か けを っ く っ た と さ れる古代 ロ ー

マ の 一

女性
で ある o 歴史家リ ウ ィ ウ ス が伝え ると こ ろに よると, 他の 部族との戦い に赴い て い た ロ ー

マ 人

た ちは, 戦闘の 合間に酒宴を開き, 妻の 自慢話と な - たo 中で もタ ル ク ィ ニ ウ ス 倣慢王 の 甥 コ

ラ テ ィ ヌ ス は自らの妻 ル ク レ テ ィ ア を激毘 各人が密か に ロ ー

マ に戻り夫不在中の妻の行動を

確か める よう に提案し たo 倣慢王の 息子セ ク ス ト ゥ ス ･ タ ル ク ィ ニ ウ ス の要 は若い友人た ちを

呼び集め て饗宴に打ち興じて い たが, ル ク レ テ ィ ア は侍女たち と共に糸紡ぎに精を出して い た｡

彼女の 美貌と貞節さ に情欲を覚えた セ ク ス 卜 ウ ス ｡ タ ル ク ィ ニ ウ ス は数日後密か に ロ ー マ に戻

り, 脅迫 の上 ル ク レ テ ィ ア を陵辱するo 彼女 は事の 次第を父親と夫宛の手紙に したた め, 復讐
を請うて自害する o その 結鼠 タ ル ク ィ ニ ウ ス ー 族は ロ ー

マ を追われ, 王政は こ こ に潰え る こ

とと な っ た
* 13

｡

カ ー に よれば,
"

L a § Hil a n d e r a s
”

の後景は, 夫 の留守に宴会を開い て い た妻た ち の もと に

突如帰宅 したセ ク ス 卜 ウ ス ｡ タ ル ク ィ ニ ウ ス (鎧兜を身に つ けた人物) であり, ヴ ィ オ ラ ･ ダ ･

ガ ン バ は官能的快楽の シ ン ボ ル で あるo ま た, 前景の糸を紡ぐ女性 (図6 ) が ル ク レ テ ィ アで,

夫の留守も仕事に い そ しむ姿と して 措かれたと解釈する o 撃美な後景と は対照的に質素な装い

は, そ の 貞淑 さを強謁するた めで あり, ホ ル ツ イ ウ ス と同様, 布を被 っ て い るの は彼女ただ 一

人 で あるo 彼女の伝説的な美貌は, こ の絵の保存状態の 劣悪さ の た め に失われ て しま っ た ｡ ま

たカ
ー

は, ア ス カ ラ テ と同様, こ の 図像に チ ェ
-

ザ レ ･ リ
ー バ の 『イ コ ノ ロ ギ ア』 か ら の影響

をも指摘して い るo 糸紡ぎをする女性イ メ ー ジは, 妻の 美徳ばか りか ,
"

O b e di e n z a ( 服従)
”

を象徴すると いうの で ある
* 14

｡

確か に 古代以来, 糸紡ぎあ るい は機織りと女性の 貞淑さ の イメ ー ジと は, 切 っ て も切れ な い

関係にあ っ たo ギ リ シ ア神話にお い て , オデ ュ ッ セ ウ ス の 妻ペ ネ ロ ペ は, 夫の20 年間に 渡る不

在中, 求婚者たちの 求愛をかわすため に昼織物を織 っ て は夜ほどく とい う作業を続けた｡ また,

新約外典 『ヤ コ ブ原福音書』 で は, 神殿で育て られた乙女 マ リ ア は受胎告知の 際に糸を紡い で

い たとさ れて い る
* 15

｡ 特に , 16 ･ 17 世紀の オ ラ ン ダ絵画にお い て糸を紡ぐ (巻く) 女性たち

が描か れ る場合, それ らは 一

貫して 彼女らの美徳を強調する意味合い を担 っ て い た
* 16

｡

し か しなが ら,
"

L a § Hil a n d e r a s
”

に 凱 ､ て , ど の程度ホ ル ツ イ ウ ス の銅版画の 形態的 ･ 内

容的影響を認め る ベ きで あろうか ｡

まず前者の 問題で あるが,
"

L a 告 Hil a n d e r a s
”

の糸を巻く女が版画左方の床に座る女性の 反

転図像とな っ て い る可能性が あると いう以外, さ した る類似は認 め られ ない ｡ 糸を紡ぐ女と糸

を巻く女の 二人は, 構図的に同等の比重を持 っ て い る と思われる ため, 左 の女が ル ク レ テ ィ ア

で あるとの説はそ の点か ら も納得しが た い もの がある ｡ また, 造形的な影響を受けて い た と し

て も, 画家は必ず しも同 一 の主題 に それを利用する と は限らない し, むしろ全く文脈の異な っ

た場面に応用する こ と も絵画の常道で ある｡ 従 っ て , 仮に ホ ル ツ イ ウ ス か らの 影響を認 める と

して も, それが主題を特定する決定的な要因と はなりえな い と考え る｡ さ らにカ ー は, 同じく

ホ ル ツ イ ウ ス の 版画 『宮殿で の饗宴』( 図7 ) の建築背景と
"

L a g H il a n d e r a s
”

の そ れ と の 特

徴を指摘して い るが, 前述 したよう に, こ の作品の ア ー

チそ の他 は継 ぎ足さ れた部分で あ る ｡
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こ の継ぎ足 し は, プ チ ラ ス ケ ス が制作 したもの で はな い と思わ れ る ｡ 彼の 死後 4 年後に 作成さ

れ た ペ ド ロ ･ デ ｡ ア ル セ の財産目録で は, 未だ継 ぎ足 しは行わ れ て い な い か ら で ある ｡

ま た, 後者に関して も異論が な い わ けで はな い ｡ 後景の 光はおそ らく自然光で あり, セ ク ス

ト ゥ ス
･

タ ル ク ィ ニ ウ ス の妻が催して い た夜の 饗宴で はありえ な い と考え る｡ ま た, なぜ
"

不

道徳な
''

妻たちを高い 位置に , 美徳の 象徴で あ る ル ク レ テ ィ ア を低い位置に措くの か ｡ ア レ ゴ

リ カ ル な絵画 で は, 位置の 高低 は決して お ろ そか に す べ き問題 で はな い だ ろう｡

さ ら に, カ
ー

は, タ ピ ス リ
ー の 主題が ェ ウ ロ ー バ で ある こ と に 疑問を呈 し, ｢ 明白に 見て 取

れる要素は二人の 空を舞うプ ッ ト
-

だ けで , これ は ル ク レ テ ィ ア に対するセ ク ス ト ゥ ス ･ タ ル

ク ィ ニ ウ ス の 欲望をあらわ す ェ ロ
ー

ス で あろう+ と推測 して い る
* 17

. そ れ に対し て , バ ー

ク

はミ ネ ル ヴ ァ の頭上 を飛ぶ未確認飛行物体が ミ ネ ル ヴ ァ の 聖鳥 フ ク ロ ウ で あ る と の 指摘を行

っ た
* 18

｡
こ れによ っ て, ア ラク ネの 寓話説は, さら に裏付けられ たと い え るで あ ろう｡

以上の よう に, さまざまな説が提唱され て い る この 絵画 を読み解く上 で , 最も示唆 に富む と

思わ れるの が, 1949年 に発表さ れた ト ル ナイ の 仮説で ある
* 19

｡ 彼は基本的に
"

ア ラクネの寓話
”

説を採用 し っ っ , オウ ィ デ ィ ウ ス だ けで は解決で きな い とする ｡ そ の 理由は, ヴ ェ ラ ス ケ ス 所

蔵の 『変身物語』 の イ タリ ア 語訳の挿図で はリ エ デ ィ ア の女性た ちの数は 3 人で はな く 5 人で

あり, ヴ ィ オ ラ ･ ダ ･ ガ ン バ が欠けて い る ため で ある ｡

ま た トル ナイ は, ア ラク ネが まだ蜘殊に変身 して い な い こと か ら, 楽器 - 蜘妹の 解毒剤と の

説も退 机 後景は芸術の 守護神ミ ネ ル ヴ ァ とそ れを取り巻く諸芸術の 擬人像で あると の解釈を

行うo そ れ によれ ば, ア ラク ネが
"

絵画
”

( と
"

タ ピ ス リ
J '
) , 楽器 を持 っ 女性が

"

音楽
”

,

残り の 二人が それ ぞ れ
"

建築
”

と彫刻
”

で ある ｡ ま た, 絵画全体は後景の
``

m aj o r a rt
''

と前景

の
"

m i n o r a r 七
”

( ある い は
"

C r a ft s m a n ship
''

) の 女神ミ ネ ル ヴ ァ を表した もの で ,

｢ ヴ ェ ラ ス ケ ス が芸術と職人技能を区別 し, 構図と明暗効果に お い て そ の地位と尊厳の 差異 を

表現 した こ と は特徴的で ある+
* 2 0

｡

こ れは芸術家の 心の 申の
``

イ デ ア
”

ある い は
"

内的デ ィ セ
-

ニ ョ (di s e g n o i n t e r n o)
”

を重視

した16 世紀末の イ タリ ア の 新プ ラ ト ン主義的理論家の影響を受けた もの で あるが, ヴ ェ ラ ス ケ

ス は職人技能に対する芸術の優越を確信しつ つ も, 技能なく して はい か な る芸術的イ デア も実

現されな い との 認識に立 っ て , 両者の 密接な関係を視覚化した の で ある, とト ル ナイ は結論 づ

ける ｡

絵画をは じめ とする造形芸術が 自由学芸 ( a r t e s lib e r a l e s) の 地位を確立 し た の は16 世紀 の

こと で あり, それ以前は等 しく機械的技芸 ( a r t e s m e c h a n i c a e) とされて い た絵画 ･ 彫刻 ･ 建

築の 三
"

芸術
”

と
"

職人技能
''

の 区別が な され た の は, こ の 時代以 降の こ と で ある ｡ ヴ ェ ラ

ス ケ ス が こ の 作品を制作 した1 7世紀の 半ばは, ま さに芸術家と職人の分離が完了 した時期で あ

り, それを考え れば こ の解釈は興味深い とい え よう｡ ただ し,
"

建築
''

と
"

彫刻
”

と さ れ る女

性たちは何の ア トリ ビ ュ
ー

トも持 っ て おらず, や や説得力に欠ける点が ある｡ 女神ミネ ル ヴ ァ

と造形芸術の 寓意像が視覚化される場合, 通常そ れぞ れ の像は自らを示す ア トリ ビ ュ ー トを持

つ か らで ある (図8 ) ｡ しか しなが ら, こ れが決定的な問題点 にな る と は限 らな い ｡ あた か も

現実の 光景と見まが うような素材を用 い なが ら複雑な寓意体系を織り上 げた本作品に お い て ,
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彫刻や建築の ア トリ ビ ュ ー トを措く こと ば不可能で あろう と思われる か らで あるo

ト ル ナイ の 説 を支持 ｡ 援用 し つ つ , さ ら に詳細な議論を試み た の は J . F .
モ フ ィ ッ ト で

ある
* 21

o 彼は トル ナ イ と同様, 前景か ら後景 へ の変化を, 文字通り物理的な上昇 で あ る と共

に, 観念的な上昇で もあると考え た｡ すな わち, 薄暗い前景は卑しい手仕事をあらわ すが , 階

段を二 段上が っ た後景は, 光を浴びた, 自由学芸を象徴する部屋で ある｡ モ フ ィ ッ トは こ の 階

段の段数に 着目し, ヴ ェ ラ ス ケ ス の 師か つ 義父 で あ る フ ラ ン シ ス コ ｡ パ チ ェ コ ( F T a n Ci s c o

P a c h e c o , 156 4
- 1654) の絵画理論によ っ て説明で きると した ｡ パ チ ェ コ は, そ の 『絵画 の 技

術 ( A rt e d el Pi n t u r a)』(1649) に お い て , 人文主義的教養を身に つ けた画家を頂点と する画

家の 3 つ の段階に つ い て 記述 して い るが, これ が
"

L a 忌 H il a n d e r a s
''

の 前景と後景, お よ び

階段の 下段に それ ぞれ対応すると い うの で ある
* 22

｡
こ の上昇は同時にま た, 職人 か ら芸術家

へ の 変貌で もあ っ た｡ 前景で の ア ラ クネ は慎ま しやか な肉体労働者で あるが, 後景で 自らの 作

品 の前に立 っ 彼女は, 神話的な衣装を纏 っ た誇り高い芸術家で あるo 『ェ ウ ロ
ー バ の 掠奪』 の

コ ピ ー

は, 絵画を自由学芸の地位に高め た ｢現代
.
Q) ア ベ レ ス+ ( パ チ ェ コ) テ ィ ツ ィ ア ー ノ へ

の オ マ ー ジ ュ で あ っ た ｡ モ フ ィ ッ トは, ア ラ クネが王冠様の冠ま た は額を取り巻く輪と明る い

青の 飾り帯 (右肩か ら左腰 に か けて) を身に つ けて い る こ とか ら, リ ー バ の
"

P o e si a (詩学)
''

と の 関連性を指摘し, 彼女が
"

P o e si a
”

の装い をした
"

絵画
”

と
"

詩学
''

の 総合概念 で ある

と して い る ( ヴ ィ オ ラ ･ ダ ･ ガ ン バ は両者の和合の 象徴) ｡ 同様に, ミ ネ ル ヴ ァ は前景 におい

て手仕事を行う職人で あるが, 後景で は芸術と自由学芸の 守護神であり, ア ラク ネの 改懐を寛

大に受け入れ て い る, と い うの で ある
* 23

｡

リ ー バ の 『イ コ ノ ロ ギア』 で は,
``

P o e si a (詩学)
”

(図9 ) は, 星 をたくさ ん ちりば めた青

い衣装を着て月桂冠 をかぶ っ て おり, ヴ ェ ラ ス ケ ス の ア ラ ク ネに当て はめる に はい さ さか無理

が あるように思われ る｡ ま た,
"

P o e si a
”

の ア トリ ビ ュ
ー

ト で ある楽器に 関し て は ど うだ ろ

うか｡ リ ー バ の 記述で は, ｢ 三人の 飛期する ケ ル ビ ム が それぞれ異な る楽器を持 っ て 彼女を取

り囲む , あるい はケ ル ビ ム が それ らを持っ 代わり に彼女の すぐそ ばに 置か れて もよ い+
* 2 4
と

いう もの で ある ｡ それに対して , モ フ ィ ッ トはタ ピス リ ー

に織り出された プ ッ ト - が これに当

た る と言及 して い るが , もとよりプ ッ ト -

は二人で あり, テ ィ ツ ィ ア ー ノ の原画にあるよう に

弓矢を持 っ て い るの で ある｡ ま た, ガ ン バ はア ラク ネ の すぐそ ばで はなく, 別 の女性に 支え ら

れ て い る こ とを忘れ て はな らな い だ ろ うo 筆者は この 女性が
``

A r m o n i a (謂和)
”

あ る い は音

楽の寓意像で あり, ア ラ クネ が
`̀

絵画 ( タ ピス リ ー

)
”

で あると考える｡

最後に, 前景左端の 女性が たく し上げて い る赤い カ ー

テ ン の 意味につ い て , 若干の コ メ ン ト

を付け加え て おきた い . こ の 種の 赤い カ ー テ ン は
,

バ ロ ッ ク絵画に お い て; 王侯貴族 ･ 高位聖

職者の 肖像画の 背後や神話的 ･ 寓意的人物の わきに しばしば措かれ る モ チ ー

フ で ある ｡ 事実,

ヴ ェ ラ ス ケ ス 自身も, 『鏡を見る ヴ ィ ー ナ ス』( ロ ン ド ン ･ ナ シ ョ ナ ル ･ ギ ャ ラリ
ー

蔵) にお い

て , よく似た カ ー テ ン を措い て い る｡ しか しな がら, 一 見現実の糸紡ぎ部屋 を措い た か の よう

な
"

L a 忌 Hil a n d e r a s
”

の 前景におい て , こ の赤い カ ー テ ン は い か に もそ ぐわ な い ｡ 前嘩の モ

フ ィ ッ ト は,
"

L a § H il a n d e r a s
”

に描かれ た部屋が ア ル カサ ル宮の ヴ ェ ラ ス ケ ス の ア トリ エ で

あると の仮説を提唱して い る
* 25

｡ こ の仮説が正 しけれ ば, こ の ア トリ エ に は ｢ 実際に+ 赤い

カ ー テ ン が吊されて い たと の可能性もある｡ だ が, そう で あ っ た にせ よ, なか っ た にせ よ, な
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%

ぜ敢え て こ れ を掻き出す必然性が あ っ た の か ｡ こ の カ ー

テ ン の 意 味す る と こ ろ は ,
``

L a s

H il a n d e r a s
”

が虚構の , あ るい は寓意的 ｡ 演劇的世界で ある こ とを示す記号で は ない か ｡ そ し

て , これ こそが ｢精神的リ ア リ ス ト+ ( ト ル ナイ) ヴ ェ ラ ス ケ ス の 謎め い た こ の 作品を解読 す

る ため に , 作者自身が観客に 与え た ヒ ン ト で あ る よう に思わ れ るの で ある ｡

4 . 結 論

さ て , 以上 の ような
"

L a s H d an d e r
･

a s
”

の主題をめ ぐる解釈を踏 ま えた 上 で , 当時の タ ピ

ス リ
ー

製作に 女性が果た した役割に つ い て , 簡単に で はあるが考察し, 本稿の 締めくくり と し

たい ｡

17 世紀当時の ス ペ イ ン に お い て , タ ピ ス リ ー の 製作が男女の い ずれ に担わ れ たか とい う こ と

杏, 残念なが ら, 今回 は正確に調査する ことが で きなか っ た ｡ しか し, 以下の 事実か ら類推す

る こ と ば可能で あ る｡

三輪福松氏に よれば, 1 6世紀当時, ヨ ー ロ ッ パ の タ ピ ス リ
ー

製作の 中心 で あ っ た の は フ ラ ン

ド ル地方で あ っ た ｡ と こ ろが , ヴ ェ ラ ス ケ ス が仕え た国王 フ ェ リ ペ 4 世の 祖父 フ ェ リ ペ 2 世は,

サ ラ マ ン カ で ペ ド ロ と い う敬人 を見い だ し, 彼に製作を命じた｡ そ の 後フ ラ ン ド ル の 職人を招

くなどして , ス ペ イ ン で もタ ピ ス リ ー の製造が行われ るこ ととなる｡ 1625年晩 サ ラ マ ンカ の 工場

が首都マ ドリ ー

ドに移転し, (今世紀半ばまで
``

L a s H il a n d e r a s
” ゐ舞台と考え られ て い た) サ

ンタ ･ イサ ベ ル綴織工場が で きたの で ある ｡ 当時こ の 工場に は 4 台の織機が設置さ れ, サ ラ マ

ン カ出身の 8 人の 織工 が働き, 8 人の 工員が 養成され た と記録さ れ て い ると の こ とで あ る
* 26

｡

こ こ で はサ ン タ ･ イ サ ベ ル 工場の織工 の性別に つ い て 言及 され て は い な い が, お そ らく男性

で はな い か と思われ る｡ 例え ば, タ ピ ス リ ー の 中心地 で あ っ た フ ラ ン ド ル地方におい て , 機織

り は伝統的に男性の領域で あ っ たか ら で ある
* 27

｡ わざわざフ ラ ン ドル か ら職人 を呼び寄せ て

い る こ とか ら蒸せ られ る ように, タ ピ ス リ ー の製作は極め て高度で専門的な技で あ っ た｡ ヴ ェ

ラ ス ケ ス の同時代人グテ ィ エ レ ス が タ ピ ス リ ー を自由学芸と呼んだ の ち, こ の 技が ｢ 自然を模

倣する+
* 2 8
ゆ えで あり, 全く絵画と同質の機能を要求され て い る こ とが わか る ｡ 事実, 16 世

紀に もな ると, タ ピ ス リ
ー

の 図案をデ ザイ ン する の は ラ ッ フ ァ エ ッ ロ , ブ ロ ン ツ イ - ノ と い っ

た名だ た る画家た ち で あ っ た ( 図10) ｡ 銅版画の 世界 に お い て , 図案家 (i n v e n t o r e ま た は

dis e g n a t o r e) と彫師 ( s c ul t o r e) の 間に確固と した ヒ エ ラ ル キ ー

が存在したように , タ ピ ス リ ー

の デザイ ナ
ー

と織工 の 間に もそ れ以上 の 格差が存在した と思 われ る｡ 自由学芸と して の タ ピ ス

リ
ー と は, それ 自体の 技術もさ る こ とな が ら, デ ザイ ナ ー

たち の画家と して の 名声に負う と こ

ろ大で はなか っ た ろうか ｡ これ に は, 前述 したよう に, 芸術家の創意 と知性を重ん じる16 世紀

以来の イ タリ ア の美術理論が深く関わ っ て い た ｡

デザイ ナ
ー

と織工 と の 間に階層差が あ っ た よう に, タ ピ ス リ
ー

製作内部に も, 同じく織工 と

糸紡ぎと の格差が存在 したもの と考え られる. そ もそも, タ ピ ス リ
ー の 原料で ある糸は, 誰の

手に よ っ て生産され た の で あろうか ｡ M . E . ウ ィ
-

ス ナ
一

に よれ ば, 近世ヨ ー ロ ッ
パ の フ ィ レ

ン ツ ェ
, ア ウ グス ブ ル ク , ア ン トウ ェ ル ペ ン と い っ た毛織物産業都市で は, 多く の紡ぎ手と巻

き手を必要と した｡ しか し, 田舎で は男女共に 糸紡 ぎに従事したの に対し, 都市で は基 本的に

糸紡 ぎは女性の 仕事と され て い た と い う
* 29

｡ お そ らく, マ ドリ
ー

ド で も こ の 事情 に変わ り は
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なか っ たと判断して もさ し つ かえ な い の で はあ るま い か ｡ 糸紡ぎと糸巻きは, その 巧拙は別 に

して
, 家庭の 主婦さ えもが行う比較的難易度の低い 手仕事で あり, ｢ c r a ft m a n ship (職人技能)

と い う より はむ しろ, p r e
- c r a ft m a n s hip と呼ぶ べ き+

* 3 0
機織りの 準備段階で あ っ た ｡ 糸紡ぎ

は, その 技術的容易さ と何ら創意工夫を要さ ぬ機械的単純作業で あるがた めに , 必然的に 機織

りの 下位に 置か れ る べ き存在なの で あ る｡

こ の よう に考え ると, タ ピ ス リ ー 製作現場に は三段階の ヒ エ ラ ル キ ー が存在したと い え る で

あろう ｡ すなわ ち高名な画家を ピ ラ ミ ッ ドの頂点と し, 次い で熟練した織工が, 最後に 糸紡 ぎ

の女た ちが, と いう図式が見て 取れ るの である ｡

こ の最低ラ ン クの 糸紡ぎ ( お よび糸巻き) が伝統的に女性の 役割とされ て きた こ とを考え る

と, ヴ ェ ラ ス ケ ス が
"

ア ラ クネ の 寓話
”

と い う主題 を措く に当た っ て , なぜ 機織りの 場面で は

なく, 糸紡ぎと糸巻き を選択 したか, 得心が いくの で ある ｡ ヴ ェ ラ ス ケ ス は現実の 素材を用 い

て, 複雑な寓意的主題 を表現した ｡ その 結果, お そらく期せず して , そ の 画面は, 現実世界の

絵画 ｡ 工芸に存在した社会的 ･ 文化的 ヒ エ ラ ル キ ー を映し出す こと に な っ たの で ある ｡ その 最

底辺を支え て い た無数の名もな い女性たちは, ヴ ェ ラ ス ケ ス の巧 みな筆に よ っ て 永遠の 相を与

え られたと い え るで あろ う｡

なお,
"

絵画
”

の擬人像で あり,
"

L a § H il a n d e r a s
”

の後景の 中で 高い 地位に ある ア ラ ク ネ

が女性で ある こ とに つ い て , 最後に 一 言言及 して おきた い ｡ ア ラ ク ネ -
"

絵画
''

は観念 で あ っ

て , 生身の存在で はない ｡ 従 っ て そ の擬人像が女性で あ っ て も,
一

向に現実を反映し て い る わ

けで はない こと ば言うま で もな い で あろう｡ なぜ; 絵画に 限らず多くの観念が女性の 形象で 表

現さ れたの か ｡ こ の 問題 に関して , 若桑み どり教授は以下の よ うに 述 べ て い る ｡

｢ 何放, 女性像が抽象的観念の媒体にな っ たか, か つ て 筆者は そ れ をラ テ ン語系の 語愛で は,

多くの 抽象名詞が女性形で ある こ と, そ の起源 は女性の 地位が高か っ た言語形成期の 原初の 文

化の中か ら生 じた こと もの であ る こと を理由と して , 女性寓意像は, 西洋文明に おける女性の

地位の 高さを証明する もの として 判断した ことがある ｡ だが, そ の 後 ニ ュ
ー

ヒ ス トリ
ー の 祝祭

研究にお い て , もろもろの 擬人像が女性で ある真の 理由は, 男性の 心性を統合す る た め に は,

男性像は不向きで ある . なぜ な らば, 男性は社会の中で 一 定の地位, 職業, 党派, 階級を帯び

て い る｡ したが っ て , 社会的に何者で もな い女性の身体の 空白さ が異な っ た利害を持っ 男性集

団を統合する器に 適して い る とい う こ とを学んだ ｡ +
* 3 1

0

あくま で 観念 として 存在する女性像に対し, 実践の世界で名声をかち得る の は (多くの 場合)

男性で あ っ た
* 32

｡ そ して , ヴ ェ ラ ス ケ ス が絵画芸術の 代表者 ･ 実践者と して 誇らし げに表現

した の は, 他な らぬ ヴ ェ ラ ス ケ ス 自身だ っ たの で ある (図11)
* 3 3

｡

図版 一 畳

図1 デ ィ エ ゴ ･ ヴ ェ ラ ス ケ ス 『ア ラ ク ネの 寓話 (L a s H il a n d e r a s)』 マ ドリ
ー

ド
,
プ ラ ド美術館

図2 デ ィ エ ゴ ･ ヴ ュ ラ ス ケ ス 『ラ ス ･ メ ニ
-

ナ ス』 マ ド リ
ー ド, プ ラ ド美術館

図3 デ ィ エ ゴ
･ ヴ ェ ラ ス ケ ス 『ア ラ ク ネの 寓話 (L a s H il a n d e r a s)』 オ リ ジナ ル画面

図4 テ ィ ツ ィ ア ー

ノ 『ェ ウ ロ ー バ の 掠奪』 ボ ス ト ン , イ ザ ベ ラ ･ ス チ エ ワ
-

ト ･ ガ ー ドナ 一

美術館

-
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図5 ホ ル ツ イ ウ ス 『侍女た ちと糸を紡ぐ ル ク レ テ ィ ア』 ニ
ュ

-

ヨ ー ク ,
メ ト ロ ポ リ タ ン 美術館

図6 デ ィ エ ゴ ･ ヴ ュ ラ ス ケ ス 『ア ラ ク ネ の寓話 ( L a s H il a n d e r a s)』 部分

図 7 ホ ル ツ ィ ウ ス 『宮殿で の饗宴』 ア ム ス テ ル ダ ム , R ijk s p r e n t e n k a bi n e t

図 8 『美術の 女神と し て の パ ラ ス ･ ア テ ナ』 ( G ･ B a gli o n e , L e Vil e d e P it t o ri , S c ult o ri et A r c hit e t ti
,

R o m a
,
1 6 42)

図 9 チ ェ - ザ レ ･ リ ー バ 『詩学』 (Ic o n ol o g i a , R o 7 n a , 1 61 1)

図1 0 プ ロ ン ツ イ -

ノ (創案) 『ヨ セ フ の物語』 フ ィ レ ン ツ ェ , パ ラ ッ ツ オ . ヴ ュ ッ キ オ

図11 デ ィ エ ゴ ･ ヴ ュ ラ ス ケ ス 『ラ ス ･

メ ェ
ー

ナ ス』 マ ドリ ー

ド
,
プ ラ ド美術館

*

1 1 77 2 年の 王室美術品台帳に は,
"

L a § H il a n d e r a s
”

と思 われる作品に つ い て の記述が見られる｡ ｢ レ テ ィ ー

ロ ( ブ ェ ン ･ レ テ ィ
ー

ロ 離宮) よりo 数人 の女性が紡ぎ織 っ て い る綴織り工場を措 い た1 枚, 幅3 パ ー

ラ

半, 縦2 パ ー

ラ半･ ヴ ュ ラ ス ケ ス 作+ o こ の作品が
` `

L a s H il a n d e r a s
”

と通称され るよう に な っ た の は,

お そ らく こ の 剛 ゝ ら であると思われる o 大高保二郎 ｢ ベ ラ ス ケ ス 作 『織女たち』 -

オ リ ジ ナ ル 画面 の

再検討に つ い て+ 跡見学園女子大学紀要, 1 9 80 年, 5 0 頁｡
*

2 大高保二郎, 同書, 4 7 -5 8 貢｡
I

3 J u s ti
, C ･ V elb z q u e z u n d s ei n J a h r h u n d e r t

,
B o n n , 18 88 . 未見｡ T ol n a y ( 注19 参照) に よる.

*

4 日a r ri s , E ･ Th e P r ad o
,
T r e a s u r e H o u s e of t h e S p a nis h R o y a l C oll e ct io n s , L ｡ n d ｡ n a n d N e w

Y o r k , 1 94 0 . 未見. T ol n a y ( 注19 参照) に よるQ
*

5 A n g ul o , D ･

"

h a s H il a n d e r a s
”

A r c hi u i o E s p a h ol d e A rt e ' 1 94 8 , 81 , p p l ff .

事実, ヴ ュ ラ ス ケ ス の文庫の 中に は2 冊 の 『変身物語』 が含まれ て い た こ とが確認され て い る｡ 1 冊 は

当時盛ん に出版されて い た ス ペ イ ン語訳 , もう1 冊 は, 1 5 39 年 に カ ー ル 5 世 に捧げられた ロ ド ゲ ィ コ ･ ド

ル チ ェ の イ タリ ア語訳 であ っ た｡
*

6 オ ウ ィ デ ィ ウ ス 『変身物語』 中村善也訳, 岩波文庫, 1 9 81 年, 22 1 -8 京｡
*

7 上記の ような解釈に もかかわ らず, - リ ス と ア ン ダ ー

ロ は
,
ミ ネ ル ヴ ァ と ア ラ ク ネが タ ペ ス ト リ ー

申 の

人物であると考え て い た｡
*

8 C a t ur 1 a
, M ･ I J ･

"

L a 島 H il a n d e r a s d e V ela z q u e z
' '

A r ch iD io E s p a 元ol d e A r t e , 1 9 48 , p p .29 2 -3 04 . 栄
見o 西垣雄太郎 ｢ ベ ラ ス ケ ス の ラ ス イ ラ ン デ ラ ス の 主題に就い て+. ( 『人文研究』 第1 2 巻, 第11 号 , 1 96 2

年, 85 - 86 貢) に よる ｡
*

9 カ ヴ ァ リ ウ ス は, ｢ 上流階級の 茸沢と余暇, 下層階級の貧困と労働との間の相違を描 い たもの+ ( p .1 5 5)

で ･ ｢ 搾取された労働階級の ため の - ･ ･ 億 極的な扇動+ ( p .1 7 7) を意味すると解釈｡

C a v alli u s , G ･ V eld z q u e z
'

s L a s m l a n d e r a s : A n E x p lic a ti o n of a P ic t u r e R e g a r d in g S t r u ct u ,e a n d

A s s o ci a ti o n s, U p p s al a , 1 97 2 . 未見. K ah r ( 注1 1 参照) , p .3 79 , n .1 6 に よ る.
*

10 A z c a r a t e ･ J ･ M .

〟

L a A l e g o r a e n
`

L a s H il an d e r a s
”

V a r ia V eld z q u e n a , M a d rid , 1 96 0 , v ol .1 ,

p p .3 44 - 35 1 . 未見｡ 西垣 (注 8 参照) に よる｡
*

11 a h r
, M ･ M ･

`̀

V ela q u e z
'

s L a 告 H il a n d e r a s : A N e w l n t e r p r et ati o n ･

”

A r t B ulle tin
,
6 2

,
1 980 , p p .3 7 6 -

3 85 .

*

1 2 視覚芸術にお い て
･
ル ク レ テ ィ ア の 物語が最も盛ん に表現された の は, 16 世紀の こ と で ある｡ イ タ リ

ア で は テ ィ ツ ィ ア ー

ノ , テ ィ ン ト レ ッ ト, パ ル ミ ジ ャ ニ ー

ノ , ドイ ツ で は ア ル ブ レ ヒ ト ･ デ ュ ラ - や ル ー

カ ス . ク ラ ナ ッ ハ と い っ た名だたる 巨匠たちが こ の 主題を描い て い る｡ しか し, 彼 らが選ん だ構図はい ず
れ も, 陵辱されんと して い る瞬間, ある い は自殺の 刃を自らの胸に突き立て んと して い る瞬間である｡ こ
れ らイタリ ア と ドイ ツ の 巨匠たちがより劇的か つ エ ロ テ ィ ッ ク な場を好ん だ の に対し, ホ ル ツ ィ ウ ス が糸
を紡ぐルク レ テ ィ ア を選択 した の は, 1 6 ･ 1 7世紀 の ネ - デ ル ラ ン トにお い て, 貞節 の象徴と して の 糸を紡

ぐ女性の 肖像画また は風俗画が数多く描か れたと いう文脈に基づくもの であろう｡
*

1 3 Li viu s ･ T ･ A b u r b e c o n dit a libli (『ロ
ー マ 建国史』) . モ ン ク ネ ッ リ 『ロ ー マ の 歴史』 (藤沢道郎訳,

申公文嵐 19 79 年)
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'

1 4 K ah r
,
o p . cit

, p .3 82ff .

半

15 『聖書外典偽典 6 新約外典 1 』 教文館

ヨ
ー

ロ
ッ
パ の 神話伝承 にお い て , 糸紡ぎと機織りは, ギ リ シ ア からゲ ル マ ン, ス ラ ヴな ど他民族に わた っ

て
, 生命を生み出し人々 の運命を決定すると いう , 創造的か っ 魔術的な行為と見なされ て い た｡ そ れ らを

示す代表的な神話は, ギ リ シ ア の運命の三女神で ある モ イ ライ ( 北欧神話で はノ ル ン た ち) , ホ メ
-

ロ ス

に お けるキ ル ケ ー

,
エ ジ プ ト の女神イ シ ス , 北欧神話の ヴ ァ ル キ ュ ー レ な ど

, 数多い o ( ア ト ･ ド ･ フ リ
ー

ス 『イ メ
ー

ジ ･ シ ン ボ ル 事典』 大修館書店, 1 98 4年 ,
ウ ォ

ー

カ ー 『神話伝承事典
一

失 われた女神たち の復

権』 大修館書店, 19 8 8年)

*

16 ス ト
ー ン ･ フ ェ リ ア ｢ 紡がれ た美徳, 愚 か な レ

ー

ス 細二L そ し て 逆 に 巻か れ た世界
一

女性 の 手仕事

に関する1 7世紀 オ ラ ン ダの描写+ ( ワ イ ナ
-

他編 『布と人間』 佐野敏行訳, ド メ ス出版, 1 995 年, 3 19 - 35 7

頁) ｡

*

1 7 K a b r
,
o p . °it

, p .38 4 ,

*

1 8 B u r k e
･
M ･ B ･

"

V el A z q tl e Z
'

s L a s Ⅰiil a n d e r a s
”

, A r t B ulle tin , v i o ･6 3 , 1 9 81 , p .5 01 .

*

1 9 T ol n a y ･ C h ･ d e ,

"

L a s H il a n d e r a s a n d L a s M e ni n a s ･ A n l n t e r p r e t a ti o n ･

”

G a z e t t e d e s B e a u - A r t s
,

35
,
1 9 49

, p p .21 - 38 .

*

2 0 T ol n a y , ibid .
, p .31 .

*

2 1 M offit t
,
J ･F ･ P ai n ti n g ,

"

M u sic a n d P o e t r y i n V ela z q u e z
'

s L a s H il a n d e r a s
”

,
K o n s t his t o ris h

T id sh rif t , 5 4(2) , 19 85 , p p .7 7 -9 0 .

*

2 2 第
一

段階は初心者で , 師に つ い て基本的な手作業を学ぶ o 第 二段階で は, 構成力 を身 に つ ける. 最終

段階で は, 歴史画を措く際に欠かせな い人文主義的教養を得ること, が そ れぞれ必要とされ て い る｡

M o ffit
,
J ･ F ･

"

T h e A r chit e c t u r al S et ti n g of V elA z q u e z
'

s L a § H ila n d e r a s
”

. P a n t h e o n
,
v ol . 44 ,

1 9 86
, p A 6 .

*

2 3 M offit t
,

*

2 4 R ip a , C .

*

2 5 M offit t
,

*

2 6 三 輪福松

o p . °it
,
1 985

, p p .7 9ff .

I c o n o lo gi a , R o m a , 1 61 1 , p .3 57 - 8 .

1 98 6
, p p 45f .

｢ 名画誕生 ベ ラ ス ケ ス作 織女+ 『美術手帖』1 96 0 , 1 73 , 14 7 貢｡
*

2 7 『布と人間』 34 3 頁｡

*

2 8 M offi tt , o p . °it
,
1 98 5

, p .8 2 .

｢ 自然 の模倣+ は, 絵画が自由学芸で あると主張する際の重要な論拠とな っ た｡ 例えば, 16 世紀初頭, パ

ル ダ ッ サ ー レ ･ カ ス テ イ リ オ
- ネ は, 宇宙の構造を自然と人間の手に よ っ て 創作された ｢高貴で偉大な絵

画 ( u n a m o bile e g r an p it t u r a)+ に た とえ, それを模倣する画家 は大きな賞賛に催すると述 べ て い る o

B ･ C a stig li o n e , II c o T
･

t e gi a T W , 1ib r o , 1 52 8 , V e n e zi a ( a c tl r a di P . B a r o c c hi
,
S c rit ti d

'

A T ･t e d el

Ci n q u e c e n t o . T o m e , M il a n o
- N a p oli , 1 97 0 , p .1 2 0) . ま た, 絵画を学問 (s ci n e z a) と み な した レ オ ナ ル

ドは, 絵画の 目的は自然を正確に 模倣する こと で あり, あらゆる自然を現出せ しめる能力を持 っ 画家は,

彼が作り出すミ ク ロ コ ス モ ス の ｢ 主で あり神 (sig n o r e e D i o)+ で ある, とま で述 べ て い る ｡ 『レ オ ナ ル

ド ･ ダ ･ ゲ イ ン チ の手記』 杉浦明平訳, 岩波文庫, 1 92 亙｡

*

29 W i es n e r
,
M . A . W o T n e n a n d G e n d e r in E aT
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